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１．研究計画の概要 

本研究では、新しいガラスへの記録方式で
ある、“コロナ帯電を利用したガラスへのホ
ログラム記録”の方式を確立し、将来の実用
化につながるような研究を実施していく。具
体的には、(1) ガラスへのホログラム記録の
評価および最適化、(2) ガラスへのホログラ
ム記録時のメカニズムの解明、(3) ガラスへ
のホログラム記録の光学素子応用、の 3 つを
軸として研究を進めていく。 

 
２．研究の進捗状況 

平成１９年度はコロナ帯電を用いたガ
ラスへのホログラム記録の基礎実験、メ
カニズム解明を中心に研究をおこなった。ま
た、平成２０年度は、コロナ帯電を用いたガ
ラスへのホログラム記録の最適化および耐
環境性評価を中心におこなった。昨年平成２
１年度は特にガラスへのホログラム記録方
式に着目し研究を行なった。研究は計画通り
進捗している。 

 
３．現在までの達成度 
研究は順調に進んでいる。ほぼ研究計画に

ついては達成できたといえる。しかしながら、
詳細な記録メカニズムの解明や、実用化に際
してはまだまだ解決すべき問題が残されて
いる。最終年度もこれらの研究を継続してい
く。 
 
４．今後の研究の推進方策 

今後は、新たにガラス関連の研究者と密に
連携を取り研究を進めていく。具体的には、
北海道大学電子科学研究所や大手ガラス企
業と共同研究を実施していく。ガラスホログ

ラムの実用化やホログラム用途以外への応
用についても模索する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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